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ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保します。また、記載された
内容の無謬性を保証しません。

ベリタス製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含み、これらは予告なく行
われることもあります。

なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任において管理/配布される
ようお願いいたします。

本ドキュメントはパートナー様社外秘となります。社外への提供・開示は禁止となります。

ATTENTION
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本資料では、バックアップ専用重複排除ストレージである「Dell EMC Data 
Domain」とBackup Exec 21の連携にかかせないプラグインソフト「DDBoost」の導
入手順をご紹介します。今後の提案/設計/実装に活用していただくことを目指します。

本資料の目的



本日の内容

1 DELL EMC Data Domainのおさらい

2
Backup ExecとData Domainは最適な組み合わせ
～DDBoost～

3 DDBoostの導入手順のご紹介

4 CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除性能比較

5 まとめ
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DELL EMC Data Domain
▪バックアップ専用重複排除ストレージ

▪ バックアップの保存先に利用

▪重複排除（データを小さくする機能）が最初から有効になっている

▪多くのバックアップソフトウェアと連携して利用可能

▪全モデルで共通のOS、同じユーザインタフェース

▪筐体間でデータを複製する機能（レプリケーション）も備わっている

▪重複排除したままデータを複製するので、とても効率がいい

▪ これから流すデータが相手側のData Domainが持っていれば
データは流さない

▪１対1、1対多、多対1の筐体間でレプリケーションが可能

レプリケーション
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Backup ExecとData Domainは最適な組み合わせ！
▪重複排除とバックアップは相性がいい！

▪ バックアップは何度も同じデータをとるから

▪ バックアップデータは書き込みが中心

▪ 読取り（Read)はリストアのときだけ

▪ バックアップデータは大容量のバックアップファイル

▪Backup ExecとData Domainは最適な組み合わせ！

▪さらにDDBoostを利用すれば、

① 重複排除処理の一部をBackup Execサーバ側に処理を分散（分散重複排除）

② バックアップ、レプリケーションの管理をBackup Execサーバ側で一元管理

『DDBoost』とはData Domainで実行される重複排除プロセスの一部をバックアップサーバに分散させて、
バックアップのパフォーマンスを向上させたり、バックアップサーバ側でデータ保護の一元管理を可能にします。

『Dell EMC Data Domain  Boost ライセンス』が必要となります（有償ソフトウェアオプション）。

Backup Exec

Data Domain
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Backup ExecとData Domain（DDBoostなし）

Data Domain

Backup Execサーバ

クライアントサーバ

バックアップデータ
◆□◎◆□◎

◆□◎◆□◎

• 大量のデータがクライアント側からBackup 
Execサーバを経由し、ディスクに流れます

• ネットワーク帯域も30～60%しか使えない

OS

エージェント

OS

Backup Exec

DDOS

重複排除DB File System

RAID6

◆□◎ 構成情報

Backup Exec のライセンス

✓ Backup Exec 本体 × 1
✓ Windows エージェント × 1

※ DDBoost ライセンスは
Data Domainの
有償ソフトウェアオプション
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Data Domain

Backup Execサーバ

クライアントサーバ

バックアップデータ
◆□◎◆□◎

OS

エージェント

OSBackup Exec

DDOS

重複排除DB File System

RAID6

◆□◎ 構成情報

DDBoost

◆□◎ ◆□◎

• Backup Execサーバ経由で
データが流れず、直接Data 
Domainにデータが送られます

• ネットワーク帯域もDDBoostに
より、100%近く使えるので
転送効率もいい

DDBoost

Data Domainにデータを
渡す前に重複排除でデータ
を減らすのでバックアップ時
間の短縮につながります

※ DDBoost ライセンスは Data Domainの
有償ソフトウェアオプション

Backup Exec のライセンス

✓ Backup Exec 本体 × 1
✓ Windows エージェント × 1
✓重複排除オプション × 1

Data Domain + Backup Exec
DDBoost 連携：バックアップ時間の短縮が実現します！

バックアップ時間の
1.5～2倍の

短縮も夢ではない!*

*同時に実行するバックアップジョブの数（シングルストリーム数）が少ない場合、DDBoostでもパフォーマンス向上の効果が得られない場合がありますので、ご注意ください
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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検証構成

▪今回は以下の構成で検証を行いました

▪ DDBoostのプラグインをBackup Execサーバ、バックアップ対象サーバにインストールします

▪ バックアップ対象サーバは仮想マシンですが、物理サーバに見立ててバックアップを行います

Copyright © 2021 Veritas Technologies, LLC. 

VM

VMware ESX
(仮想ホスト)

Data Domain 
Virtual Edition
（評価版) 

Backup Execサーバ
(Win) – 物理

VM

バックアップ対象
サーバ
(Win)

ストレージユニット
(バックアップの
保存先）

LAN(1Gbps)
バックアップ

DDBoostプラグイン
をインストール

DDBoostプラグイン
をインストール



14

DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）

Copyright © 2021 Veritas Technologies, LLC. 



DDBoostを有効にします（Data Domain側）
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ここではData Domain側の事前設定等については説明いたしません。

• 有効（Enabled)にします。
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ストレージユニットを作成（Data Domain側）
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• ストレージユニット（バックアップを保存するディスク）を作成します。
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DDBoostプラグインをインストール
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• DDBoostプラグイン（別名:OSTプラグイン）をインストールするには、予めBackup Execのサービスを
停止する必要があります。停止していないと、次のようなメッセージが表示されます。

• Backup Execのサービスを停止する方法は次のスライドをご覧ください。



Backup Execサービスの停止
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※Backup Execサービスを既に停止している場合は、この手順をスキップしてください。

• Backup Execの管理コンソールを開いて、画面左下のBackup Execサーバのアイコンをダブルクリックします。

• 次の画面で「サービスを管理する」をクリックします。



Backup Execサービスの停止
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• 「すべてのサービスを停止」をクリックします。

• すべてのサービスが停止していることが確認できたら、「閉じる」をクリックします。



DDBoostプラグインをインストール
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• 先ほどの手順に従って、Backup Execサービスを停止したら、
DDBoostプラグインのセットアップファイルをダブルクリックします。

• 使用許諾に同意（I Agree)します。



DDBoostプラグインをインストール
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• プラグインのインストール先を指定します。今回はデフォルトのまま、「Install」をクリックします。

• インストールが完了すると、以下の画面が表示されます。



Backup Execサービスの開始
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• Backup Execの管理コンソールを開くと、先ほどサービス停止時に使用した画面が表示されます。
「サービスを管理する」をクリックします。



Backup Execサービスの開始
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• 「すべてのサービスを開始」をクリックします。

• すべてのサービスの状態が実行中であることを確認し、「閉じる」をクリックします。
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）
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9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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Data Domainのストレージユニットの登録
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• Backup Execの管理コンソールを開いて、「ストレージ」タブから「ストレージ設定」を選び、
ストレージの種類として「ネットワークストレージ」を選んで、「次へ」をクリックします。



Data Domainのストレージユニットの登録
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• 「OpenStorage」を選んで、「次へ」をクリックします。

• OpenStorageのデバイス名を指定します。ここでは「Data Domain」と入力しています。



Data Domainのストレージユニットの登録
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• 先ほどのプラグインが導入されていれば、プロバイダとして「DataDomain」が表示されます。
「DataDomain」を選んで、「次へ」をクリックします。

• OpenStorageデバイスに接続するためのログオンアカウント情報を登録します。「追加/編集」ボタンを
クリックします



Data Domainのストレージユニットの登録
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• 「追加」ボタンをクリックして、先ほどData Domainで作成したストレージユニットにアクセスするための
ユーザアカウントの情報を追加します。

今回はAdministratorアカウントを使用しています

アカウントを識別しやすくするため、わかりやすい名前を入力します



Data Domainのストレージユニットの登録
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• ログオンアカウントの選択画面に戻るので、先ほど追加したData Domainのアカウントが反転表示した
状態で、「OK」をクリックします。

• 次にData Domainのホスト名/IPアドレスを入力して、「次へ」をクリックします。



Data Domainのストレージユニットの登録
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• しばらくすると、先ほどData Domainで作成したストレージユニットが表示されます。「次へ」をクリックします。

• この後の手順は、従来のディスクストレージを追加する手順と一緒です。今回はデフォルトのまま、
次へ進みます。



Data Domainのストレージユニットの登録
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• 今まで設定した内容の概略が表示されるので、確認して問題がなければ「完了」をクリックします。



Data Domainのストレージユニットの登録
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• ポップアップ画面がいくつか表示されるので、以下の指示に従って進みます

何も操作しないで
しばらく待ちます

このままOKをクリック

サービスの再起動が必要なので、
「はい」をクリック

しばらくすると、ストレージ領域にData Domainが
追加されて、オンライン状態になれば作業は完了です
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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バックアップ対象サーバの登録
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• 次にバックアップ対象のサーバをBackup Execサーバに登録します。

• Backup Execの管理コンソールを開いて、「バックアップとリストア」タブの「サーバと仮想ホスト」→「追加」を
選びます。



バックアップ対象サーバの登録
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• 「Microsoft Windowsのコンピュータとサーバー」を選びます。

• 「Backup Execがサーバーとの信頼関係...」にチェックを入れて「次へ」進みます。



バックアップ対象サーバの登録
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• バックアップ対象サーバのホスト名/IPアドレスを入力して、「追加」ボタンをクリックします。

• バックアップ対象サーバにアクセスするためのログオンアカウントを指定します。今回は、Backup Execサー
バのログオンアカウントと一緒なので、「システムログオンアカウント」を指定しています。違うアカウントを使用
する場合は、「新しいログオンアカウント」を選んで、新しいアカウントを登録します。



バックアップ対象サーバの登録
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• 両方のボックスにチェックを入れておきます。

• 設定した概略を確認して問題がなければ「インストール」をクリックします。



バックアップ対象サーバの登録
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• Windowsエージェントのインストールが行われます。

• 「成功」と表示されたら「完了」ボタンをクリックします。



バックアップ対象サーバの登録
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• サーバーの一覧にバックアップ対象サーバが追加されていることが確認できます。これでバックアップ対象サー
バの登録は完了です。
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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DDBoostプラグインをインストール
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• 次にバックアップ対象サーバにDDBoostプラグインをインストールします。

• 先ほどのBackup Execサーバと同様、Windowエージェントのサービスが稼働中の場合、プラグインはイン
ストールできないので、Windows標準に備わっている「サービス」ツールを使って、「Backup Execロックダ
ウンサーバー」のサービスを停止しておきます。

依存関係にある
他のサービスも
停止します。

「はい」を選びます。



DDBoostプラグインをインストール
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• Backup Execのサービスを停止したら、DDBoostプラグインのセットアップファイルをダブルクリックします。

• 使用許諾に同意（I Agree)します。



DDBoostプラグインをインストール
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• プラグインのインストール先を指定します。今回はデフォルトのまま、「Install」をクリックします。

• インストールが完了すると、以下の画面が表示されます。



DDBoostプラグインをインストール
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• DDBoostプラグインのインストールが完了したら、先ほどの「サービズ」ツールを使って、Remote Agentの
サービスを開始します。Remote Agentのサービスを開始すると、他の関連サービスも自動的に開始され
ます。
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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バックアップジョブの作成
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• 次に先ほど登録したバックアップ対象サーバのバックアップを取得して、Data Domainのストレージに保存
します。

• 「バックアップとリストア」タブからバックアップ対象サーバをクリック（反転表示）、「バックアップ」アイコンをク
リックします。この中から「重複排除用ディスクストレージにバックアップ」を選びます。



バックアップジョブの作成
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• 今回は仮想マシンを物理サーバに見立ててバックアップを行うので、「エージェントベースのバックアップ」を選
んで、「次へ」をクリックします。

※物理サーバの場合、この画面は表示されません。今回は環境の都合上、仮想マシンを使用しています。



バックアップジョブの作成
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• バックアップジョブの名称、バックアップ対象のリソース（左）はそのままにして、バックアップオプション（右）
を編集するので、「編集」ボタンをクリックします。



バックアップジョブの作成
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• バックアップオプションで「ストレージ」を選び、「完全」と「増分」のストレージには今回登録した
「Data Domain」のストレージを設定します。尚、Data Domainのストレージを選ぶと、デフォルトで
「クライアント側の重複排除」が選択されます（下がBackup Execサーバ側の重複排除の設定）



バックアップジョブの作成
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• 次に「検証」タブを選びます。今回は、時間短縮のため、「このジョブのデータを検証しない」にチェックを入れ
て検証を行いません（本来は、検証を行うことをお勧めしています）



バックアップジョブの作成
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• バックアップ定義のプロパティ画面に戻ると、ストレージに「Data Domain」が設定されていることが確認で
きます。「OK」をクリックすると、バックアップジョブが登録されます。

• 「ジョブモニター」のタブを開くと、上の段にバックアップジョブが登録されていることが確認できます。
※クライアント側重複排除を設定したジョブを保存すると、Backup Execサービスの再起動が必要となり
ますので、先ほどの「サービスを管理する」から「すべてのサービスを再開」を選んで、サービスを再起動します。
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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クライアント側重複排除の設定確認
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• クライアント側重複排除が適切に設定されているかを確認するには、「ストレージ」タブからData Domain
の詳細を選び、クライアント側の重複排除が「有効」になっていること、バックアップ対象のサーバの
詳細の「ダイレクトアクセスのプロパティ」のデバイスの状態が「オンライン」となっていることを確認してください。

• もしオンライン状態でなければ、一度Backup Execサービスの再起動を行ってみてください。
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DDBoost導入の流れ

1. DD Boostを有効にします（Data Domain側）

2. ストレージユニットを作成（Data Domain側）

3. DD Boostプラグインのインストール（Backup Execサーバ側）

4. Data Domainのストレージユニットを登録（Backup Execサーバ側）

5. バックアップ対象サーバの登録（Backup Execサーバ側）

6. DD Boostプラグインのインストール（バックアップ対象サーバ側）

7. バックアップジョブの作成（Backup Execサーバ側）

8. クライアント重複排除の設定確認（Backup Execサーバ側）

9. バックアップジョブの実行（Backup Execサーバ側）
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バックアップジョブの実行
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• 「ジョブモニター」タブを開きます。先ほど登録したバックアップジョブの中の「完全バックアップ」ジョブを
クリックして、「今すぐ実行」のアイコンをクリックします。

• ジョブ開始のポップアップ画面が表示されるので、「はい」をクリックします



バックアップジョブの実行
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• バックアップジョブが開始されたら、「ジョブのアクティビティ」アイコンをクリックして、ジョブの実行状況を確認し
ます。



バックアップジョブの実行
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• バックアップジョブが完了すると、下のジョブ履歴欄に実行結果が表示されます。

• ジョブの履歴をダブルクリックすると、ジョブの詳細を確認することができます。



本日の内容

1 DELL EMC Data Domainのおさらい

2
Backup ExecとData Domainは最適な組み合わせ
～DDBoost～

3 DDBoostの導入手順のご紹介

4 CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除性能比較

5 まとめ
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CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除
性能比較
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• Data Domainのネットワーク共有フォルダ（CIFS)にバックアップ
※ここでは3GB程度のファイル/フォルダをバックアップしています



CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除
性能比較
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• Data Domainのネットワーク共有フォルダ（CIFS)にバックアップ



CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除
性能比較
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• クライアント側重複排除に設定してDDBoostでバックアップを実行
※ここでは3GB程度のファイル/フォルダをバックアップしています



CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除
性能比較
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• DDBoostのクライアント側重複排除でバックアップを行った場合、クライアントとData Domain間で
直接バックデータが転送されて、ネットワーク帯域もフルに活用されるので、かなり高速。



本日の内容

1 DELL EMC Data Domainのおさらい

2
Backup ExecとData Domainは最適な組み合わせ
～DDBoost～

3 DDBoostの導入手順のご紹介

4 CIFSバックアップ vs DDBoostクライアント側重複排除性能比較

5 まとめ
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まとめ

▪Backup ExecとData Domainの組み合わせは最適です！

▪特にDDBoostを活用して、クライアント側重複排除とData Domainの重複排除
処理を分散化することで、バックアップ時間の短縮とストレージ容量の節約が
見込めます

▪さらにBackup Execサーバ側からData Domainへのバックアップ・リストアを一元
管理できるので手間がかからず、とても便利です
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Veritas for Everyone

ベリタステクノロジーズ 日本語情報提供サイト

▪製品資料、イベント/セミナーのご案内等

▪お役に立つ情報が満載です

▪是非ご活用ください！

https://www.veritas-every1.com/
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ありがとうございました
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